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注目される経済ニュース（7 月） 

【マクロ経済】 

中共中央政治局会議開催、下期の経済運営基調を発表 

中共中央政治局会議は 7 月 30 日、北京で開催された。報道によると本会議では、上期のマクロ経済並びに

内外情勢について議論し、下期の経済運営の政策基調を発表した。足許中国国内では、新型コロナウイル

スの感染拡大が一層安定化しつつあり、新疆ウイグル自治区や遼寧省等の一部「第 2 波」が発生した地域を

除き、順調に経済活動が再開されている。同会議では、「防疫の長期化を認識したうえで、国内市場・海外需

要をともに活用する『双循環』を展開し、経済の安定化を図る」とした。会議の要点は以下の通り。 

 国内経済：経済活動の再開が順調であり、進捗は予想を超えている。内需主導の「内循環」を基に、国内

外で「双循環」を展開する。 

 外部環境：保護主義の台頭、並びに世界経済の低迷が長引き、グローバル市場の縮小が予想される。当

面内需拡大と対外開放の加速に注力する。 

 財政政策：更に積極的かつ効果的にし、各種特別債と地方債の発行を加速し、市場主体に直結する財政

政策を展開する。 

 金融政策：適度さと的確さを重視し、穏健と柔軟さを維持。銀行貸出は経済活動の再開に合わせ、融資コ

ストを着実に低減。 

 不動産：「房住不炒（不動産は住むものであり、投機するものではない）」を堅持し、土地/不動産の価格と

将来見通しを安定化する。不動産を短期的経済刺激役として利用せず、老朽団地の改造に注力する。 

 民生：「6 保」を民生関連政策の根本として継続し、とりわけ市場主体に対する保護を強調し、コロナショック

による影響が大きい輸出型企業を支援する。 

 サプライチェーン：サプライチェーンの先進性と安全性を高め、伝統的な脆弱分野を補強し、イノベーショ

ン、とりわけ先端技術への自主開発に注力する。 

 

2019 年のデジタル経済の付加価値生産高は 35.8 兆元 

中国情報通信研究院が 7 月 3 日発表した「中国デジタル経済発展白書（2020 年）」によると、2019 年の中国

のデジタル経済の付加価値生産高は 35 兆 8,000 億元と国民総生産（GDP）の 36.2％を占め、割合は前年よ

り 1.4 ポイント上昇した。デジタル経済の名目伸び率は 15.6％と、同期 GDP 名目伸び率を 7.85 ポイント上回

った。経済成長に対するデジタル経済の貢献率は 67.7％となった。内訳をみると、デジタル産業化（情報通

信産業）の生産高は前年比 11.1％増の 7 兆 1,000 億元と GDP の 7.2％を占め、産業デジタル化の生産高は

同 16.8％増の 28兆 8000億元と同 29.0％を占めた。サービス業、工業、農業におけるデジタル経済の浸透率

はそれぞれ 37.8％、19.5％、8.2％となっている。地域別にみると、江蘇、浙江、上海、北京、福建、湖北、四

川、河南、河北、安徽、湖南のデジタル経済規模は 1 兆元を超え、北京、上海などのデジタル経済の割合は

50％を超えた。 

 

2019 年の「三新」経済の付加価値生産高は 16 兆元 

国家統計局が 7月 7日発表したところによると、2019年、中国の「三新」経済の付加価値生産高は 16兆 1,927

億元と、GDP の 16.3％を占め、2018 年より 0.2 ポイント上昇。名目伸び率は 9.3％と、同期 GDP 伸び率を 1.5

ポイント上回った。「三新」とは、新産業・新業態・新ビジネスモデルを中心とする経済活動の集合であり、新産
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業とは新しい科学技術成果、新興技術を応用して形成された一定規模の新型経済活動である。新業態とは

多様化・個性化した製品やサービス需要に適応し、技術革新と応用によって、既存産業や分野から生まれた

新しい部分や形態である。新ビジネスモデルとはユーザー価値、企業収益の実現を目標として、企業経営の

内外的要素を再編成して形成された効率的かつ競争力を持つビジネスモデルである。 

産業別にみると、「三新」経済のうち、第 1 次産業の付加価値生産高は 6,685 億元と GDP の 0.7％、第 2 次

産業の付加価値生産高は 7 兆 443 億元と GDP の 7.1％、第 3 次産業の付加価値生産高は 8 兆 4,799 億元

と GDP の 8.6％を占めた。 

 

7 月の製造業 PMI（統計局）、5 か月連続で 50 超え、経済活動の正常化が進行 

中国国家統計局は 7 月 31 日、7 月の製造業購買担当者指数（PMI）を公表し、6 月より 0.2 ポイント上昇した

51.1 となった。景気の拡大と縮小を示す節目の 50 を 5 か月連続で超えており、6 月に続き、先月比で改善し

た。中国国内では、防疫が奏功しつつ、経済活動の再開が進んでおり、PMI の改善がそれらを反映している。

具体的には、生産と新規受注は相対的に高水準で維持しており、それぞれ 54.0と 51.7となった。新規輸出受

注（48.4）と雇用（49.3）は引き続き 50 を下回ったが、先月と比べて改善した。一方、足許では、全国範囲の洪

水被害が拡大しており、また、一部地域での新型コロナウイルスの感染者数の増加もあり、短期見通しとして

は依然不透明さが濃厚である。7月 30日に開催された中央政治局会議では、「中小企業とりわけ輸出型中小

企業は依然厳しい状況」との認識を示し、「市場主体直結型財政政策を用意する」ことで重点的に支援すると

示唆した。サービス業 PMI（統計局）は 53.1 であり、引き続き高位で推移している。 

 

上半期の輸出入はともに改善、一次産品の輸入、医療関連製品と電子製品の輸出が好調 

中国税関総署の統計によると、2020 年上半期の輸出入総額は 14 兆 2,400 万元であり、前年同期比 3.2%減

少したが、1~5 月と比べて減少幅は 1.7 ポイント縮小した。うち、輸出は▲3.0%の 7 兆 7,100 億元、輸入は▲

3.3%の 6 兆 5,300 億元であった。6 月単月では、輸出入はともにプラス成長を達成した。そのうち、輸出は

4.3%増加し、3 か月連続でプラス成長を維持しており、輸入は 4、5 月の二桁減速からプラスに転じており、前

年同期比で 6.2%増加した。 

品目別では、上半期に、原油、石炭、鉄鉱石、銅鉱石など一次産品の輸入量はそれぞれ 9.9%、12.7%、

9.6%、3.0%増加し、大豆、豚肉、牛肉の輸入量はそれぞれ 17.9%、240%、42.9%増加した。一次産品輸入の

増加は中国国内の生産再開による需要拡大によるもので、農産物の輸入拡大は今年中国の食糧減産の予

測が強まることによるものと見られる。輸出面では、上半期の医薬品、医療機器・機械の輸出はそれぞれ

23.6%、46.4%と大幅に増加した。「宅経済」消費の需要が増えることで、パソコン、スマートフォンの輸出はそ

れぞれ 9.1%、0.2%とプラス成長となった。世界経済が回復の兆候を示しており、外需増加に加え、国内の貿

易支援措置も輸出の回復に寄与したと見られる。 

 

上半期の地域 GDP、16 省区市がプラス 

7 月 25 日時点で黒竜江省を除き、全国 30 省・自治区・直轄市は上半期の域内総生産（GDP）を発表した。

そのうち、16 省区市は前年同期比でプラス成長を達成し、22 省区市は全国平均水準（▲1.6％）を上回った。

内陸にある中西部は新型コロナの影響が比較的小さいため回復ペースが速く、チベット（5.1％）、新疆

（3.3％）、貴州（1.5％）、甘粛（1.5％）、湖南（1.3％）、寧夏（1.3％）、青海（1.0％）など 7 省区市の伸び率は

1％を超えた。一方、内モンゴル、海南、北京など 14 省区市はマイナスとなった。GDP が 2 兆元以上となった

のは広東、江蘇、山東、浙江、河南、四川の 6 地域。福建は新型コロナ感染拡大の中心地となった湖北を追

い抜き、7 位に上昇した。湖北の上半期のマイナス幅は 19％で、第 1 四半期の 39.2％減から 19.9 ポイント縮

小している。景気安定政策からみると、ハイテク産業、インフラ投資、不動産開発投資は依然として地域経済
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回復を支える重点分野であると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業・産業】 

中国企業時価総額上位 500 社、テンセントとアリババがトップ 2 

21 数据新聞実験室の統計によると、6 月 30 日時点、上海、深セン、香港、ニューヨークなど世界 15 の証券取

引所で上場する中国企業は 7,425 社（上場廃止企業を除く）、時価総額は合計 112 兆 3,100 億元と昨年末よ

り 6.2％増加した。今年のランク入り基準（時価総額第 500 位）は 355.6 億元で、昨年より 28.8 億元上昇した。

金融、バイオ医薬、情報技術、電子業種の 77 社がトップ 500 にランキングされた。 

時価総額のトップ 5 は順に騰訊控股（テンセント）、阿里巴巴（アリババ）、台積電（TSMC）、貴州茅台、工商

銀行。トップ 20 社をみると、石油・石油化学、金融業種の下落が多く、中国海洋石油、郵政貯蓄銀行、興業

銀行はトップ 20 から外れた。一方、新型コロナウイルスの影響を受け、バイオ医薬、電子、情報技術などの上

順位 省区市
2020年上期

GDP（億元）

2019年上期

GDP（億元）
変動額
（億元）

伸び率
（前年比％）

1 広東 49,234.2 50,054.5 -820.3 -2.5%

2 江蘇 46,722.9 46,317.0 405.9 0.9%

3 山東 33,025.8 33,038.1 -12.3 -0.2%

4 浙江 29,087.0 28,986.3 100.7 0.5%

5 河南 25,608.5 25,224.2 384.3 -0.3%

6 四川 22,130.3 21,670.9 459.4 0.6%

7 福建 19,901.4 19,708.7 192.7 0.5%

8 湖南 19,026.4 18,480.1 546.3 1.3%

9 安徽 17,551.1 17,253.7 297.4 0.7%

10 湖北 17,480.5 21,304.8 -3,824.3 -19.3%

11 上海 17,356.8 17,737.8 -381.0 -2.6%

12 河北 16,387.3 16,319.5 67.8 -0.5%

13 北京 16,205.6 16,443.5 -237.9 -3.2%

14 陜西 11,794.9 11,990.8 -195.9 -0.3%

15 江西 11,691.1 11,509.4 181.8 0.9%

16 重慶 11,209.8 10,973.9 235.9 0.8%

17 遼寧 11,132.5 11,580.0 -447.5 -3.9%

18 雲南 11,129.8 10,796.3 333.4 0.5%

19 広西 10,206.0 9,872.8 333.3 0.8%

20 貴州 7,985.5 7,795.8 189.7 1.5%

21 山西 7,821.6 7,915.4 -93.8 -1.4%

22 内モンゴル 7,704.1 7,895.8 -191.7 -3.8%

23 新彊 6,412.8 6,321.1 91.7 3.3%

24 天津 6,309.3 6,556.8 -247.6 -3.9%

25 吉林 5,441.9 5,316.1 125.9 -0.4%

26 甘粛 4,101.9 4,053.0 48.9 1.5%

27 海南 2,383.0 2,468.0 -85.0 -2.6%

28 寧夏 1,763.9 1,742.6 21.3 1.3%

29 青海 1,390.7 1,378.8 11.9 1.0%

30 チベット 838.4 789.3 49.1 5.1%

31 黒竜江 - 5,586.5 - -

2020年上半期の地域別GDP
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昇幅が大きく、上昇幅が 100％を超えた 35 社のうち、27 社が同 3 業種からなる。恒瑞医薬、京東、拼多多は

新しくトップ 20 に入った。地域別にみると、北京、広東、香港はそれぞれ 96 社、69 社、60 社、時価総額は 19

兆 50 億元、14 兆 7700 億元、7 兆 5200 億元で、他の地域を上回った。 

 

6 月の 70 主要都市住宅価格：新築住宅と中古住宅の平均価格は上昇幅が拡大 

国家統計局のデータによると、6 月に、1 級都市の新築住宅と中古住宅の平均販売価格は前月比で 3.3%、

5.2%とそれぞれ上昇し、前月より上昇幅は 0.4、1.1 ポイント拡大した。新築住宅の平均価格で、2 級都市と 3

級都市の前年同期比はそれぞれ 11.4%、10.9%上昇し、上昇幅は 5 月よりそれぞれ 0.7 ポイント、0.4 ポイント

縮小した。全体的にみると、2・3 級都市の新築住宅販売価格の上昇率は 1 級都市を依然として上回っている

が、1 級都市の上昇幅が上がっていることによって差が縮まっている。 

都市別でみると、61都市の住宅価格は前月比上昇し、2都市は横ばい、7都市は下落した。中古住宅の平均

価格は上昇、横ばい、低下の都市数が 50、1、19 となった。具体的には、1 級都市で、新築住宅価格の上昇

率が最も高かったのは上海（＋2.5%）で、中古住宅価格の上昇率は深セン（＋8.3%）が最高となった。深セン

の中古住宅の平均価格は 7 万 4,929 元達しており、上昇率が高かっただけでなく、住宅の平均価格も他の都

市を大幅に上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央国有企業の上半期純利益は前年同期比 37.7%減少 

国務院国有資産監督管理委員会によると、1~6 月、中央国有企業の営業収入は前年同期比 7.8%減少の 13

兆4,000億元であった。純利益の下落幅はさらに大きく、▲37.7%の4,386億元となった。新型コロナの影響で、

航空と石油の中央企業の業績は大幅に悪化した。第 1 四半期に、中国国航、南方航空、東方航空は合計で

140 億元の赤字となった。中国石油（PetroChina）、中国石化（Sinopec）は 162 億元、198 億元とそれぞれ大

幅な赤字を記録した。一方、経済回復に伴い、多数の中央国有企業は業績改善の傾向が強い。6 月単月で

は、97 社の中央国有企業のうち、58 社は純利益が前年同期よりプラス成長となり、うち、46 社の増加率は

10%を超えた。また、中央国有企業全体の純利益の増加率も 6 月にプラスに転じており、5%増の 1,665 億元

に達した。 

さらに、一部の中央国有企業は国家政策に応じて実体経済のコスト減にも寄与した。1~6 月、中央国有企業

順位 都市 前年同期比 順位 都市 前年同期比
6月平均価格

（元）

1 銀川 7.30% 1 深セン 8.26% 74,929

2 唐山 6.99% 2 成都 5.61% 16,726

3 徐州 5.31% 3 唐山 5.10% 13,111

4 西寧 5.31% 4 瀋陽 4.89% 11,992

5 杭州 4.37% 5 銀川 4.26% 6,875

6 南京 4.26% 6 西寧 4.06% 10,214

7 成都 4.17% 7 無錫 4.06% 16,675

8 錦州 4.16% 8 北京 4.05% 62,567

9 無錫 4.07% 9 寧波 3.85% 23,544

10 瀋陽 3.96% 10 徐州 3.76% 11,408

25 上海 2.52% 13 上海 2.93% 54,911

28 深セン 2.42% 34 広州 1.20% 35,934

52 北京 0.70%

54 広州 0.60%

新築住宅 中古住宅

住宅平均価格の上昇率の順位

（出所）国家統計局より当行中国調査室作成
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によるコスト減の金額は 1,200億元に達し、うち、2社の電網会社（国家電網、南方電網）、3社の通信会社（中

国移動通信、中国電信、中国聯合通信）はそれぞれ 540 億元、420 億元寄与し、3 社の石油会社

（PetroChina、Sinopec、CNOOC）が合計で 180 億元のコストを低減した。国務院国有資産監督管理委員会

の幹部によると、国務院の要求で関連のコスト低減政策は下半期にも継続していくという。 

 

2020 年フォーチュン中国 500 社、純利益は 16％増 

米フォーチュン誌の中国語サイト「財富中文網」は 7 月 27 日、2020 年の中国企業 500 社ランキングを発表し

た。中国上場企業 2019 年の売上高を基にランク付けしたもので、1～3 位は国有石油大手の中国石油化工

（中石化、シノペック）、中国石油天然ガス（中石油、ペトロチャイナ）、国有ゼネコン大手の中国建築となり、昨

年の順位と同じ。4位は保険大手の中国平安保険で、国有企業以外では最高位となった。インターネットサー

ビス・小売大手の京東とアリババはそれぞれ第 13 位と第 18 位に上昇した。500 社の総売上高は前年比 11％

増の 50兆 5,000億元で、中国の 19年GDPの 50％以上を占めている。純利益は 16％増の 4兆 2,000億元。

500 社のランク入りの最低基準は 178 億元で、昨年から 10％上昇した。500社のうち、39 社が初めてまたは再

度ランクインした。500 社は依然として金融、エネルギー、インフラ、不動産、自動車などの従来産業に集中す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期の中国自動車販売台数は同 16.9%減少、消費構造の変化が乗用車市場に響く 

7 月 10 日、中国自動車工業協会のデータによる、今年上半期に、自動車生産台数と販売台数は 1,011 万台、

1,025 万台で、前年同期比それぞれ 16.8%、16.9%減少した。国内では経済活動の再開に伴い、各地方政府

が乗用車手当、農村での自動車販促、乗用車購買制限の緩和といった消費促進策の効果が現れ、第2四半

順位 前年順位 企業名
営業収入
（百万元）

利益
（百万元）

1 1 中国石油化工 2,966,193 57,591

2 2 中国石油天然ガス 2,516,810 45,677

3 3 中国建築 1,419,837 41,881

4 4 中国平安保険（集団） 1,168,867 149,407

5 6 中国工商銀行 855,164 312,224

6 7 中国中鉄 850,884 23,678

7 5 上海汽車集団 843,324 25,603

8 9 中国鉄建 830,452 20,197

9 8 中国移動 745,917 106,641

10 11 中国人寿保険 745,165 58,287

11 10 中国建設銀行 705,629 266,733

12 12 中国農業銀行 627,268 212,098

13 17 京東商城電子商務 576,888 12,184

14 14 中国人民保険集団 555,515 22,401

15 15 中国交通建設 554,792 20,108

16 13 中国銀行 549,182 187,405

17 18 中国中信 498,801 47,462

18 24 阿里巴巴集団控股 488,895 172,126

19 19 碧桂園控股 485,908 39,550

20 16 中国恒大集団 477,561 17,280

2020年フォーチュン中国500社番付（トップ20）
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期の自動車生産台数と販売台数の下落幅は縮小し続けている。今年 6月、中国自動車生産台数と販売台数

は 232 万、219 万台であり、前年同期比 22.5%、11.6%増加し、販売台数は 6 月の歴史上最高水準となった。

中国自動車工業協会の責任者によると、自動車市場の 6月の好調は、乗用車の販売回復のほかに、インフラ

建設の加速によるトラック需要の増加も寄与した。 

乗用車市場の消費構造を分析してみると、近年続いてきた乗用車消費のレベルアップの特徴がさらに顕著

である。6 月、高級車の販売台数は前年同期比 27%増加し、市場シェアは 14.9%と歴史最大となった。新車

消費の平均価格の上昇傾向が顕著であり、25 万元以上の高級車の市場シェアは拡大しているが、8 万元以

下の乗用車シェアは 2017 年の 28%から 2020 年上半期の 16%まで縮小した。また、乗用車販売構造の変化

は消費のレベルアップのほかに、第 1 四半期から自動車メーカーの間で繰り広げられた「価格戦」も原因の 1

つと考えられる。高級車メーカーが率先して値下げ戦略をとったために、合資メーカー、地場メーカーが次々

と価格を調整した。但し、地場系は合資車と比べて値下げの余裕を持っていないため、価格戦で後れを取っ

たと見られる。 
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三菱 UFJ 銀行の中国調査レポート（2020 年 8 月） 

 MUFG BK CHINA WEEKLY  2020/7/17 

世銀 2020 年の経済見通し 中国+1.0％ 世界▲5.2％ 

https://www.bk.mufg.jp/report/inschiweek/420061701.pdf 

 国際業務部 

 MUFG BK 中国月報 第 174 号（2020 年 8 月） 

「香港国家安全維持法」施行 

https://www.bk.mufg.jp/report/inschimonth/120080101.pdf 

 国際業務部 

 ニュースフォーカス No.10 

広東省 COVID-19 感染拡大対策～健康コードの導入 

https://rmb.bk.mufg.jp/files/topics/1218_ext_02_0.pdf 

アジア法人営業統括部 アドバイザリー室 
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